
習志野市 若者意見交換会の記録 

開催日時／平成 27年 6月 30日（火）16:30～18:00 

開催会場／東邦大学 5503 教室 

発言：大学生11人（3、4 年生、大学院生） 

（実家住まい 10人（千葉県 6人、東京都2人、神奈川県1人、茨城県1人）、 

市内下宿 1人（静岡県出身） 

 

■「今の生活」と「将来のライフコース」 

はじめに、「今の生活」について話しあい、さらに「将来のライフコース」をイメージしてもらいました。 

いただいた意見を、「①結婚・出産・子育て」、「②仕事」、「③住まい」、「④その他」に分けて整理しまし

た。 

意見からは、「親に負担をかけずに親元から学校に通い、就職活動で忙しいけど楽しく話せる相手がい

て、とりあえず今は満足している」、「就職後は親元から離れ、自分のことにお金を使い、自分にとって便利

な場所に住みたい」、「将来は、治安、医療、自然、教育環境が良いところでマイホームをもちたい」、「起

業は考えることもあるが、イメージはまだ漠然としている」などの若者の共通の姿がうかがえます。 

一方、就職は、「大学の近く」、「通勤時間 1 時間以内」、「遠くても乗り換えが少なければよい」など、

意見がわかれました。また、卒業後の住まいについて「シェアハウスに住みたいかどうか」（シェアハウス肯定

派は 2 人）、マイホームについて「マンションか一戸建か（分譲か賃貸か）」（マンション派 3 人、一戸建

派 8人）なども賛否両論がありました。 

  



「今の生活」と「将来のライフコース」に関する意見 

 今の生活  将来のライフコース  

分類 
＜現在＞ 

2017年 

＜10年後＞ 

2027年 

＜20年後＞ 

2037年 

＜30年後～＞ 

2047年～ 

①結婚・出

産・子育て 

 

 

 

 

 

・10 年以内には結婚

または同棲したい 

・できれば結婚してい

たい 

・20 代のうちに結婚し

たい 

・30 代までに子供を

産みたい 

・まだ考えていない 

・結婚したくない 

・結婚はまだちょっと早

いかも 

 

・20 代は自分のこと

（旅行等）にお金

を使いたいので結婚

したくない 

・子供を育てる際に自宅

の周りに他の子どもが

いてほしい 

・子どものためには教育

環境も大事 

 

・娘に嫌われたくな

い 

・自分の子どもを奨

学金に頼らず大

学に行かせたい 

②仕事 

・就職活動で忙しい 

・就職活動は都内に

近い方が便利と感じる 

 

 

 

 

 

 

 

 

・近いところ、通勤時間 1時間以内ならＯＫ 

・遠くても乗り換えが少なければいい 

・大学の近くに就職したい、地元の就職情報が欲

しい 

 

 

 

 

 

 

 

●起業について考えたことはある？ 

・起業している人が身近にいることもあり、考えなくもない 

・「起業したくない」という理由もない 

・できるならチャレンジしてみたい気持ちはある 

・1 回くらいチャレンジしたい 

・何かしら大きなことをやってみたい 

・銀行や行政が支援してくれる。経済学部じゃなくても起業できそうなイメージはある 

・ピンとこない 



③住まい 

・学生のうちは親元か

ら学校へ通う（出

席者 11 人のうち

10 人が市外の自

宅から通学） 

 

 

 

 

・30代までしか自分の

意志で住まいを変

えられない。引越し

を楽しみたい 

・就職したら親元から

離れて住みたい 

・10 年後は都内に住

んでいるかな？ 

・都内に住みたい 

・今の学校の近くに住

みたい（コミュニティ

が継続できる） 

・交通の便が良いとこ

ろに住みたい 

・住まいの近くにショッピ

ングセンターが欲し

い 

・マンションを買っていた

い 

・将来の拠点（住ま

い）は自分で決めて

いたい 

・拠点とするまちは決めて

いたい 

・家族がいるなら治安を

第一に考える 

・住むところは自然環境

を重視したい 

・医療施設も必要 

・親と同居は嫌だけど、

近くにはいてほしい 

・結婚当初は親元から

離れたい。同居はちょ

っと…ただ長男なので

… 

・交通機関が近くにあると

よい 

・1 人暮らしをする時と家

族ができたときとでは

住みたいまちは違う 

・子どもの学校に近い方

が良い 

・子どもを育てるのに遊具

が大きい、広い公園が

近くに欲しい 

 

・50 代にはマイホー

ムが欲しい（財

産になる） 

・戸建てをもちたい、

ステータスになる 

・戸建てなら、庭が

あり、犬が飼える 

・子供の近くに住ん

でいたい 

・50 代くらいでログ

ハウスを建てたい 

 

④その他 

・（学校のいいとこ

ろ）研究室に行け

ば誰かしらいて話し

相手がいるので楽

しい、淋しくない 

  ・お金をいっぱい稼

ぎたい、稼いだお金

は貯金する（もちろ

ん使うけれどがんばっ

た証として） 

●マンション、一戸建どっちが好き？ 

マンション派（3人）：声をかけやすく友達が増える       ⇔人付き合いが大変そう 

同じ世代の子が多くて友達が増える 

一戸建て派(8 人) ：庭がある家なら犬が飼える、ステータスシンボルになる、財産になる 

その他：分譲住宅は災害による液状化などの被害が心配（ずっと賃貸でも良いのでは、

いつでも引っ越せる） 

●シェアハウスについてどう思う？ 

肯定派（2人）：皆でごはんを作ったり、休みの日に一緒に出掛けたりできる 

：話し相手がいて楽しい、職場が近ければよい 

否定派（9人）：一人になりたいときにそうなれない、家族以外の誰かには気を遣う 

：長い間一緒に住むと嫌なところばかり見えてしまいそう 

提  案：おしゃれなシェアハウスがあるといい（住んでみたくなる） 



■「若者の目から見た習志野市」 

次に、市の特性について説明を受けた上で、「将来のライフコース」と重ね合わせながら、習志野市につ

いてどのように思っているのか、聞きました。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●習志野市ってどんなまち？ 
・駅が近い、公共交通が便利なまち 

・ほどよい賑わいと田舎感の両方があるのが良い 

・東京と比べたら「ゆったり感」がある。東京は夜も明るくてうるさいが、夜は静か

な住宅のまち 

・都会にも近いし、ほどよく田舎なところ 

・３０代くらいになったら住むにはよいかも 

・若者が遊びに行くところがない（今は、ボウリング等が出来るラウンドワンや船橋

市のららぽーとで遊ぶことが多い） 

・男物のファッション（服）が買える店がない（今はららぽーと等で買っている）。 

・おしゃれなカフェが全然ない 

 

●就職後（20代、独身時代で）習志野市に住むために何があったら
いい？ 

・若い人が遊べるところがあること 

・流行の服が買えるところ、ファッションが大事 

・おしゃれなカフェがあると良い 

・コンビニが近くにあること、多い方がよい 

・（自分でやりたいことをやる）20 代では住むのは難しいが、（家族をもった）30 代

で住むまちとしては良いかも 

 

●30代で住むまち、家族で住むまちにはどんなものがあるといい？ 
・小児科・病院があること 

・ほどよく森のある公園 

・ゆったりした気持ちになれるところ 

 

●卒業後も習志野市に住み続けたい？ 
・「学生に残ってほしい」と感じるＰＲが少ない。居てほしいと感じたことはない。 

・学生がこのまま住み続けてほしい感じがしない（市が私たちに残ってほしいと思っ

ていることを初めて知った） 

・どうせ住むなら知っている街がいい 

・今住んでいて、治安も大丈夫な感じがするので住みたい 

・習志野市に残れば大学のコミュニティも継続できる 

・習志野市にとどまってほしいと言われればうれしい 

・JR 津田沼駅なら都内に勤務でき習志野市に残れる。（現在住んでいる）東西線の通っ

ている西船橋と比べても変わらない 

・都内に就職するなら都内へ住む、逆に働く先が近くにあるなら市内に住むとも思う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

■学生から習志野市への提案 

最後に、「習志野市に住み続けるための学生提案」をしていただきました。 

●習志野市に住み続ける学生を増やすためには？ 

・情報の取り方がわからない。情報があれば住む場所についての考えが簡単に変わる人も

いるのでは 

・情報が足りない。市の施設の使い方がわからないので、情報があるとうれしい 

・「習志野市活用術ガイドブック」のようなものを、学生がよく立ち寄るカフェや飲食店

等に置く 

・ここで働きたくても情報がない。習志野市に残るとしたら就職先の選択肢として、市内

近隣の働く場所の情報が欲しい 

・就職口が近辺にあるとよい（幕張まで自転車で通勤するのが理想） 

・キャリアセンターに市内企業の情報を載せる 

・社会人になって数年間の家賃補助があるといい 

・若者の遊ぶ場所、おしゃれなカフェ、おしゃれな服（特に男物）が買える場所があると

よい 

・単なるシェアハウスでなく、おしゃれなシェアハウスがあるとよい 

・小児科、緑のある広い公園があるとよい 

 

●学生は習志野市のここを使っています！ 
・JR 津田沼や京成大久保の駅前・商店街は飲み会等で使う 

・津田沼周辺のラーメン店がいい 

・音楽スタジオを使っている学生を見かける 

・パルコには行く（女子） 

・髪のカットには行く（地元では切りたくないので） 
 

 

●習志野市のここを直してほしい！ 
・図書館など公共施設の利用のしかたがわからない 

・津田沼までのバス通りは道が狭くて圧迫感があり、子どもたちの通学時間にあたると

怖い 

・自転車が多くて歩くのが怖い 

・日曜に学校に来ると店が閉まっていて、すたれている感じがする 

 



■補足の意見 

言い足りなかったことなど、大学の先生も含めて自由に意見を交換しました。 

・情報が学生に行き届いていない気がする。先ごろ、プレミアム商品券が話題となったが、学生は誰も

知らなかった。大久保商店会は朝 10 時からの販売で、学生は授業中の時間帯で行くことができな

い。大学の売店でも商品券を売れば良かったのにとも思う。学生が大久保商店街を利用するきっか

けにもなったはずなのに、もったいない気がした。 

・1 人暮らし応援フェアなどをするとよいのでは。 

・免許を取って車を運転するようになり、大久保駅の踏切のところが怖いと思うようになった。歩行者も

同じように怖いと思っているのではないか。その点について、アンケート調査があったが、早くなんとかし

てほしい。 

・東日本大震災で被害のあった実籾本郷公園の旧鴇田家が来年の 3 月に再開する際、記念イベン

トができれば、近くの人もそれ以外の人も集まってまちおこしになるのではないかと思う。 

・たとえば旧鴇田家で、「古民家ジャズ」の様な感じで、周りの高校や大学の吹奏楽部等を呼んで、演

奏会を開いてみたい。 

・ぜひまたこういう機会を持つことが出来ればよいと感じる。 

 


